





























































を示すのかについて、適応、進化、変革等、様々な見解が示されてきた（Burns & Stalker, 
1961 ; Woodward, 1965 ; Lawrence & Lorsch, 1967 ; Campbell, 1965； Weick, 1979； Jantsch 






































の均衡を保っていくことをみのがしている。」（占部 , 1980, 20−22 頁）と指摘されるとおり
である。
この課題を受け後続する組織研究は、ポスト・コンティンジェンシー理論 1）として展開
される。1980 年代から 90 年代に登場するこれら一連の研究は、組織の環境適応における内
生的過程に着目する組織進化論（evolution theory of organization）2）の研究である（Campbell, 
1965；Weick,1979；Jantsch, 1980；野中 , 1985, 等）。環境創造を中心概念とした組織化の理
論を「イナクトメント（enactment）」で説明する（Weick, 1979）や、構造・ゆらぎ・機能
として、カオティックなシステムを創出する自己組織化（self-organizing）の概念が提示さ































































































































１）Emery & Trist の環境分類



































訳 再版 , 38−39 頁）。彼は、組織をオープン・システムの理論を必要とする合理性を有する
組織体とみて、そのために組織はタスク環境と依存的な交換関係で成立していると考えて
いる（図１矢印部分）。





の２つのタスク環境もまったく同じであることはない。」（邦訳 再版 , 39 頁）と述べており、
タスク環境の諸要素の捉え方は組織体によって異なるという見解であることがわかる。







































可視性 ○ × ○


























































































































































を与える環境要因として挙げているものであることを付記しておく（Thompson, 1967, 邦訳 再版 , 33
頁）。
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